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>>-.惨
品~

明、

選

挙

一

生

活

に

明

日

か

ら

響

(

こ

の

一

票

私
達
の
手
て
出
来
る
内
閣

私
た
ち
は
、
法
律
に
主
っ

て
守
ら
れ
て

い
る
。

モ
白
法
律
生
作
る
楠
利
位
、
国
禽
が
持
っ
て
い
る
@
中
申
請

践
と
季
讃
院
四
二
つ
で
成
り
立
っ
て
い
る
図
書
は
.
弘
た

ち
金
調
民
自
代
表
者
と
し
て
.
私
た
ち
が
渇
騨
し
た
讃
闘

が
作
っ
て

い
る
も
の
だ

i
!
と
い

う
、
こ
れ
だ
け
の
筋
沼

を
ま
ず
は
っ
き
ち
と
必
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

弘
た
ち
が
こ
四
手
で
現
貨
に

一
説
宜
設
じ
、
や
が
て
梁
讃

院
が
組
織
さ
れ
る
蒋
に
、
罰
許
が
ま
ず
行
う
仕
事
仕
.
函

曾
罰
員
四
中
か
ら
内
閣
偲
雲
大
臣
主
権
百
す
る
・
』
と
で
す

そ
し
て
象
蹴
院
と
審
議
院
自一

致
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
る

組
理
大
臣
主
任
命
す
る
四
で
す
が
、
大
臣
白
半
軍
一
以
上
は

議
員
血
中
か
ら
強
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
で

T
・

ー

こ
う
し
て
出
来
あ
が
る
内
限
に
政
治
由
貿
伝
が
行
く
自

で
す
.
そ
し
て
政
治
と
は
む
ず
か
し
い
一
回
目
也
屈
宜
按
き
に

し
て
手
つ
思
b
早
く
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
由
あ

b

か
た
を
き
迫
る
力
で
す
。
そ
り
力
は

一
番
多
数
の
議
員
士

持
っ
て
ト
る
政
施
へ

行
く
ζ

唱
え
る
の
が
ま
ず
常
設
で
す
-

な
る
陪
ピ
「
生
活
に
あ
す
か
ら
響
く
こ
四
一
製」

に
ち

が

一

い
あ

6
事
せ
ん
e
E
田
政
黛
か
私
た
ち
の
納
得
白

い
く

政

一

2

治
を
す
る
か
.
翠
摩
白
時
ば
か

b
で
な
く
、
弘
た
ち
は
常
R

一

区
政
治
主
見
つ

め
て
い
な
け
ね
ば
な
b
ま
せ
礼
。

:

一

基
礎

斥
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-'e

e-ウ
噛

帽

管
炎
・
カ
ン
底
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本
気
で
物
t

お

金

の

節

約

ど

日

ド

ド

h
u
司
法
ぷ

土
、
回
虫
白
体
か
ら
出
る
有
害

寺
年
主
叉
援
宮
中
に
近
づ
き

-e皆
さ
ん
も
何
か
と
い
心
せ
わ

‘
一
な
物
質
に
よ

っ
て
も
中
毒
信
獄
一
え
る
申
で
す
・
こ

，
し
い
こ

と

と

臥

い

草

、

限

後

ず

っ

と

高

誕

生

続

け

て

来

一

と

し

て
童
慾
不
額
、
胸
や
け
異
一
る
に
は

J

た
物
故
も
・
政
府
四
デ
7
ν
政
策
に
上
っ
て

E
う
や
ら
お

4

一

一味
E
・
偲
謡
、
ま
光
子
供
で
は
一

一
大
使
交
足

盛
田
慣
慰
古
川
田
て
来
た
現
在
、
私
一
置
は
何
生
お
い
て
も
先

-2，
丁
度
寄
生
虫
O
予
初
期
↑白日
間
な
の
で
す
・
一
拍
車
い
、
失
軒
・
け
い
れ
ん

ιし
て
か
ら
肥
守
・し

子
貯
催
。
途
を
岱
割
に
場
主
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
・

聞

と
な

っ
て
居
り
ま

r・

一

次
に
す
ニ
し
寄
生
虫
?
E
一
霊
祭
甲
聖
母
し
ま
す
。
一
?
E

-

M

‘

司
今
革
、
も
、
十
一
月
二
十
回
主
・り
十
二
月
三
十
一
日
宜
で
を
士
、
，
矢
高
く田岡
山肥
ゆ
る
一生
述

べ

ま

す

。

一

ニ

オ

す

に

恐

し

い

書

士

興

一

二

喜

楽

や

手

目

指

に

つ

い

『
箆
京
特
別
貯
蓄
滝
動
期
間
』
と
し
て
‘
特
に
弐
白
こ
主
主
回
一
扶
e
で
す
が
.
弘
共
の
お
抱
一
統
計
か
ら
み
る
と
み
な
さ
ん
一
え
る
昏
虫
は
弘
共
由
お
腹
の
中
一卵
生
ロ
戸
入
れ
な
い
よ
う
よ

意
点
に
告
さ
ん
に
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な

り

ま

し

た

。

回

中

に
は
#
以
来
質
物
捕
と
共
一
白
字
分
以
k
は
.
体
田
中
に
容
一
で
ふ
た
る
と
零
X
て
い
る
人
いか
一法
っ
て
か
ら
貫
事
に
す
る
二

お
五
日
目
に
苦
し
い
生
活
田
中
で
は
あ
b
ま
す
が
、
そ
C
中
に
入
っ
た
寄
生
虫
の
卵
が
す
で
一生
虫
士
も
ち
・
大
な
り
少
な

8
7
a
〈
品
。
ま
す
が
、
そ
れ
は
チ
一
三
〈
主
義
生
歓
ん
で
録
虫

か
ら
も
朗
自
へ
四
察
し
い
希

g
を
え
が
い
て
・
是
非
い
ろ
に
大
人
山
車
に
た
っ
て
い
て
祭
一
田
被
害
宣
う
け
て
い
ま
す
が
、
一
ヨ
ウ
白
中
に
住
ん
で
い
る
組
主
一下
し
節
目
出
る
減
生
な
く
す

い
ろ
甲
目
的
自
た
ゐ
に
貯
蓄
宣
さ
れ
る
よ
う
お
奨
め
い
た
一
餐
分
生
騒
い
と
っ
た
ち
書
士
興
一そ
の
著
し

い
も
白
に
回
虫
四
日
間
一
四
一
重
ん
だ
切
か
大
使
と

一
日聞
に
一
こ
と
が
大
切
で
す
。

-J市

し
ま
す
・

り

一
え
た
ち
・
弘
突
か
太
ら
由
主
う
一書

が

あ

ち

ま

す

・

一

外

に

出

・
沼
暗
で
讃
常
な
滋
度
一

そ
田
地
位
十
二
指
チ
三
次

一、

品
位
供
世
代
金
主
は
じ
一

で
・
往
々
客
室
貯
金
田
一
に
・
病
気
に
な

る

よ

よ

と

い

一

回

寸

J
白
い
み
み
ず
由
一
沼
度
四
も
と
で
蛮
宵
し
て
・
中
一口

玲

均

時

刊

誌

4

F
日
開
花
諸
説
杭
一
同
崎
将
官
主
題
る
必
要
が
一
勺
弘
法
保
ぷ
け
」
恥
れ
ら
f
H日
付
ぶ
げ
一
民
日
ぷ
仕
ぷ
訪
日
一
配
同
時
時
草
区
黙
に

恒
例
自
決
受
賞
金
の
移
動
が
一
特
に

-
E
家
白
方
に
は
一
皆
さ
ん
回
関
心
と
協
力
に
よ
り
一ふ
れ
た
寄
生
虫
で
す
が
、
人
の
一段
か
F
E菅
l

h3
議
i
心
緒
l
一噂
主
受
け
て
く
最
宣
行
L
V

曹

場
高
す
る
も
?
と
予
測
さ
れ
一
翼
家
慢
済
自
計
一回
化
、
含
量
一
寄
生
虫
四
い
な
い
窮
る
い
寄
ぽ
一チ
ョ
ウ
の
中
に
い
て
、
あ
ち
ら
一鵠
1
気
管
支
守
昭
喉
1
童
温
1
一
息
病
四
な

い
明
る
い
健
康
な

る
が
、
こ
れ
ら
古
い
た
ず
ら
一化
生
慌
趨
す
る
意
味
に
お
い
て
一な
世
田
申
生
作
る
白
が
、
そ
の
一
こ
ち
ら
と
移
動
す
る
こ
と
に
よ
司
イ
1
十
七
泊
チ
ョ
ウ
と
体
内
各
一
宮
生
作
ち
た
い
も
の
で
す
.

に
消
費
に
向
け
る
ニ
と
な
く

I
・
e-
た

寄

鼠

水

害

の

一

mg者
A

言
語

2
2
2
2
2
2
3
22喜
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2
2
2
2
2
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臨

時

は

え

む

諒

竺

一
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持

団

鮮

民

投

叫

一

司

て
白
た
び
北
海
護
保
例
白
二
三
星
や
曾
祉
白
合
併
噂
に
一
年
以
内
に
そ
四
土
地

長

室

賀
績
に
ま
た
け
れ
ば
な

L
Z
E詩
書

室

喜

一

'2
4が
改
革
さ
れ
て
不
動
産
取
笠

よ

る

所

有

警

移

雪

摂

尽

き

夜

襲

し

た

君

主

星

か
ら

ま
せ
ん
。

，

一帯
化
在
質
践
し
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・
段
差
幡
町
一

て

を

ニ

憶

が

設

け

ら
れ
ま
し
た
か
ら
不
一品

ま

せ

ん

。

て

万

入

千

円

三

ハ

十

万
円
に
誕

二、

年
末
寧
拾
に
?
・
個
人
一
四
万
垂
宣
揚
す
る
主
う
に
し
た
島

、

も

一
一
一
製
品
生
説
得
し
た
場
合
に
は
進
一目
標
段
標
準
は
固
定
資
産
諜
一
雪

縄

じ

て

得

た

割

込

書

法
人
・を
問
は
ず
、
す
べ
て
常
一い
も
申
告
、

t

b

L

一
-
ん
で
申
告
主
い
た
L
ま
し
ょ
う
一
室

長

に

回
定
資
震
白
棚
田
高
〔
と
さ
れ
ま
す
。

Z
2徹
し
悔
力
支
出

L
叉

個

人

仁

つ

い

て

も

生

活

四

つ

届

出

不

動

産

鼠

震

は

あ

ら

ま

し

実

一登
録
主
さ
れ
て
い
る
も
自
己
丈
夫
さ
い
そ
四
池
田
さ
し

抑
制
し
国
の
縄
開
力
白
培
養
一澗
新
、
合
禁
に
つ
い
て
は
思
営

こ

に

一一

?
と
生
ー
り
で
す
が
減
免
の
愈
噂
一
モ
白
川出
格
と
し
新
護
者
築
田
笠

に
よ
ち
減
失
し
た
家
日
吉
田

一

九

討

議

飾

付

信
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目
印

刷

主

持

活

動

州

一

一一
部

中

思

議

加

す

仙

沼

郡

制

限

立

日

一

間

諸

島

肝

心

耕一一…一一一一一
一流
wv
i

鴻
洲

一一昨時一一器開示リ沼津市一一一一一一紘一一却

し

た

宮

指
積
で
換
算
し
て
一宇

野

ヨ

年

F
A
5
u
h
vに
あ

L徐
さ
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・
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J
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s
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AL
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ド
ι
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も?

年

一

回

の

登

録

j
i
i
l
i
-

-一七
一
月
及
び
十
一

「
・
一

年

二

回

ぬ

注

射

す

一

町

稔

完

納

強

調

息

切

で

狂

犬

病

を

撲

誠

之

よ

い

'

-
'
U

一す

、

か
か
っ
た
ら
犬
一だ
鑑
札
を
受
け
て
い
な
い
犬
が
一
い
を
偉
い
人
命
も

a

'eru

f
-
-
-
-
1
1
11
1
1

そ
し
て
人
も
動
か
ら
一色
ふ
り
宣
し
た
ら
4
く
受
け
て
下
一ら
守
っ
て
全
五
し
ょ

5e

g
$

1

1

1

1

1

1

1

』

l
i

ζ

い
と
云
う
恐
し
い
居
間
震
で
す
一さ
い
.

，

一

匂

一

み
止
さ
ん
の
家
で
飼
っ
て
い
一
そ
し
て
、
皆
さ
ん

Z
震

い

一

家

吋

ぺ

一
震
は
完
納
さ
れ
ま
し

誌
が
話
語
惣
藍

FI
-
-ペパ
l
i
l
i
-
-ー
パ

針

叶

削

影

地

内

富

一た
か
未
納
の
方
は
今
す

堅
一
回
目
狂
犬
病
強
防
注
射を一

h
手
線
な
ど

-

E

B

-
一
「
納
入
し
て
下
ご

受
け
な
け
れ
ば
な
b
ま
せ
ん
・

一

E
E
三

-

岳

部

着

工

位

闘

年

一
月
一
目
白
鷺
一

説
明
説
法
V
M一
失

業

費

策

工

事

を

清

い

ま

す

・一

信

誠

一

忠

一

一

一

一

日

昨

日

間

均

一

E
犬
病
空
軍
注
目
、も
と
存
立
。
一
町
で
位
、
今
ー
実
災
害
に
つ
い
一
O
排
水
溝
窓
血
事
業
一
腹
心収
入
昌
世
田
、

-
=
名人一
十
五
号
台
風
に
依
る
一敏

宣
言
紅
海
這
に
は
狂
犬
病
が
一諸

説

務

誌

許

仇

一

鴻

河

]

川

清

清

月

比

滑

1
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古
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続
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揺

れ
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部

1
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4
1
L
一
仕
事
一
定
{
さ
ん
あ
b

、
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を
恐
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し
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佐
犬
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一
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到
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'

年

に

二

百

万

関

以

上

の

批

人

が

一務
も
道
路
も
筆
一
校
も
す

日
間
何
百
一
一
設
計
一
恥
一
帯
日
間
引
計
百
主
生
ま
れ
て
、
豪
校
や
道
制
up
よ
一
ぺ
て
時
貯
金
が
も
芭
で
す

受
け
て
い
な
い
犬
を
な
く
L
一

川
河
年
一
杯
申
見
透
し
で
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な
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財
政
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一
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失
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車
を
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写接
税金は町議展玄議動力です

特i二宮骨年度lI1i1t完納の方には 417 止
君主れな{舵念品を差上げます む〆

ヨ長執の方は是非この期間に完納致しま Lよ
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